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新
年
の
ご
挨
拶 

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
皆
様
か
ら
多
大
な
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
昨
年
令
和
三
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の
闘
い
の
一
方
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
大
活
躍
で
日
本
中

が
元
気
を
も
ら
い
、
そ
し
て
希
望
を
感
じ
た
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
千
葉
地

方
協
力
本
部
に
と
っ
て
は
創
立
六
十
五
周
年
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
創
設
当
時
を
振

り
返
れ
ば
、
自
衛
隊
に
対
す
る
心
象
は
大
き
く
変
化
し
た
と
思
い
ま
す
。
湾
岸
戦
争
後

の
海
上
自
衛
隊
掃
海
艇
ペ
ル
シ
ャ
湾
派
遣
を
皮
切
り
に
始
ま
っ
た
Ｐ
Ｋ
Ｏ
や
国
際
緊
急

援
助
活
動
な
ど
の
国
際
平
和
協
力
活
動
、
及
び
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
し
近
年
頻

発
す
る
風
水
害
な
ど
へ
の
災
害
派
遣
活
動
を
通
じ
、
今
で
は
多
く
の
国
民
の
方
が
信
頼

を
し
て
く
れ
る
組
織
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
防
衛
庁
は
防
衛
省
に
、
ま
た
自
衛
隊

は
統
合
運
用
体
制
へ
と
移
行
、
そ
し
て
、
地
方
連
絡
部
も
地
方
協
力
本
部
へ
と
改
編
さ

れ
ま
し
た
が
、
『
自
衛
隊
と
地
域
社
会
を
つ
な
ぐ
窓
口
』
と
し
て
、
私
た
ち
が
為
す
べ

き
こ
と
は
、
創
設
当
時
と
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
千
葉
地
方
協
力
本
部
は
諸
先
輩
方
と

関
係
各
位
の
皆
様
が
永
年
に
亘
り
築
い
て
こ
ら
れ
た
地
域
社
会
と
の
絆
を
よ
り
強
固
な

も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
環
境
の
変
化
に
も
し
っ
か
り
と
適
合
し
て
い
き
ま
す
。 

 

結
び
に
、
本
年
が
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。 
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

千
葉
地
方
協
力
本
部
及
び
在
葉
自
衛
隊
部
隊
・
隊
員
の
皆
様
、
そ
し
て
防
衛
関
係
諸
団
体

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
な
正
月
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
波
状
的
に
蔓
延
し
、
経
済
等
活
動
や
各
人
の
行
動
が
制
約

を
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。
一
方
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
は
多
く
の

国
民
に
大
き
な
勇
気
を
与
え
た
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
自
衛
隊
に
お
い
て
も
、
諸
行
事
等
が
制
約
さ
れ
る
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
各
種

災
害
派
遣
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
支
援
、
自
衛
隊
大
規
模
接
種
セ
ン
タ
ー
運

営
は
、
大
き
な
成
果
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

困
難
な
環
境
下
で
の
自
衛
隊
の
各
種
活
動
に
つ
い
て
、
Ｏ
Ｂ
と
し
て
大
変
心
強
く
、
誇
り

に
思
い
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
は
、
現
在
沈
静
化
し
て
い
る
も
の
の
、
第
六
波
が
来
る
の
で
は
な
い
か

と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。 

今
年
は
、
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
に
お
い
て
も
、
『
隊
友
会
は
、
自
衛
隊
の
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
県
民
と
自
衛
隊
の
懸
け
橋
』
に
な
れ
る
よ
う
、
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、

一
意
専
心
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

改
め
て
皆
様
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

 

今
年
度
か
ら
千
葉
地
本
協
力
会
会
長
に
な
り
ま
し
た
江
口
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
総
会
が
開 

催
出
来
ず
、
昨
年
十
月
に
書
面
に
よ
る
総
会
資
料
で
会
員
皆
様
の
了
承
を
得
て
齋
藤
誠
祐
会

長
の
後
任
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
の
仕
事
が
十
一
月
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
千
葉
地
方
協
力

本
部
創
立
六
十
五
周
年
記
念
行
事
で
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
行
事
で
あ
っ
た
た
め
制
約
の
あ
る
開
催
で
あ
り
ま
し
た
が
、
厳
粛
な
式
典
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
も
陸
海
空
の
制
服
姿
に
久
し
ぶ
り
に
触
れ
る
機
会
で
し

た
。 

 

今
回
会
長
を
引
き
受
け
ま
し
た
自
衛
隊
千
葉
地
方
協
力
本
部
協
力
会
は
、
千
葉
地
本
の
所

在
地
で
あ
る
轟
町
に
ち
な
み
、
通
称
名
を
轟
会
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

本
会
の
会
員
は
、
千
葉
地
本
に
在
職
し
た
者
と
本
会
の
目
的
に
賛
同
す
る
者
で
構
成
さ

れ
、
千
葉
地
本
で
勤
務
し
た
Ｏ
Ｂ
が
主
力
で
す
が
、
千
葉
地
本
の
活
動
に
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
方
々
も
会
員
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 

本
会
の
目
的
は
、
会
員
相
互
及
び
千
葉
地
方
協
力
本
部
部
員
と
の
親
睦
を
図
る
と
と
も
に

に
千
葉
地
本
の
業
務
を
支
援
す
る
こ
と
で
あ
り
、
年
に
一
度
の
総
会
懇
親
会
で
は
千
葉
地
本

現
職
の
皆
さ
ん
と
轟
会
会
員
の
交
流
が
例
年
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

こ
の
二
年
間
は
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

 

今
年
こ
そ
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
千
葉
地
本
へ
の
協
力
に
万
全
を
期
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

迎春 

千
葉
県
自
衛
隊
援
護
協
力
会 

会
長 

松
山 

典
夫 

自
衛
隊
千
葉
地
方
協
力
本
部
協
力
会 

会
長 

江
口 

幸
一 

   

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
私
共
援
護
協
力
会
に
各
段
の
ご
高
配
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
さ
て
、
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
生
活
様
式
や
経
済
活

動
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
と
も
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
要
領
の
変
更
な
ど
日
本
の
社
会
情
勢
は
様
々
な
出
来
事
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 

 
 

 

ま
た
、
新
規
感
染
患
者
等
も
減
少
し
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
と
な
り
、
徐
々
に
人
々
の

生
活
も
活
気
が
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
先
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
は
見
え
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
自
衛
官
に
お
き
ま
し
て
は
、
令
和
二
年
一
月
（
令
和
元
年
度
）
か
ら
定
年
退
職
年

齢
が
延
長
し
た
こ
と
に
よ
り
、
令
和
二
年
度
の
退
職
者
数
は
抑
制
さ
れ
た
も
の
の
、
令
和
三

年
度
か
ら
退
職
予
定
隊
員
数
が
増
加
し
定
年
退
職
予
定
者
数
の
多
数
期
を
迎
え
る
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
景
気
が
回
復
し
、
経
済
状
況
が
活
性
化
す
れ
ば
、
雇
用
の
促
進
に
繋
が
る

も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

新
年
度
も
引
き
続
き
、
会
員
の
皆
様
、
自
衛
隊
関
連
の
皆
様
の
御
支
援
御
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
本
年
も
会
長
と
し
て
『
自
衛
隊
退
職
者
の
雇
用
促
進
を
図
り
、
有
能
な
労
働
力
を
確

保
し
県
内
産
業
の
興
隆
に
寄
与
す
る
。
』
こ
と
が
出
来
ま
す
よ
う
邁
進
し
て
参
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
皆
様
の
御
健
勝
と
御
家
族
様
の
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

年
頭
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

千
葉
県
隊
友
会 

会
長 

神
原 

誠
司 

自
衛
隊
千
葉
地
方
協
力
本
部 

本
部
長 

一
等
海
佐 

大
山 

康
倫 

 

謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
六
月
に
千
葉
県
自
衛
隊
協
力
会
連
合
会
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
千
葉
県
知
事

の
熊
谷
俊
人
で
す
。 

 

自
衛
隊
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
多
大

な
る
御
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
深
く
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。 

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
が
続
く
中
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発

生
に
係
る
災
害
派
遣
や
、
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
に
よ
る
展
示
飛
行
・
国
旗
掲
揚
を
は
じ
め

と
す
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
へ
の
支
援
、
大
規
模
ワ
ク
チ

ン
接
種
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
運
営
な
ど
、
様
々
な
御
支
援
、
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

当
連
合
会
で
は
自
衛
官
の
皆
様
へ
の
感
謝
と
激
励
の
気
持
ち
を
表
す
た
め
、
一
昨
年
に

続
き
、
昨
年
も
高
射
学
校
・
航
空
自
衛
隊
第
一
高
射
隊
へ
感
謝
状
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。 

 

本
年
も
、
当
連
合
会
と
し
て
は
、
「
防
衛
意
識
の
高
揚
」
や
「
自
衛
隊
に
対
す
る
支

援
・
協
力
」
と
い
う
目
的
の
下
、
防
衛
関
係
各
協
力
団
体
と
連
携
し
、
自
衛
隊
の
活
動
を

側
面
か
ら
支
え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

結
び
に
、
自
衛
隊
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

千
葉
県
自
衛
隊
協
力
会
連
合
会 

会
長 

熊
谷 

俊
人 

千
葉
県
自
衛
隊
家
族
会 

会
長 

安
部 

育
子 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

旧
年
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

今
年
も
家
族
会
は
『
隊
員
の
最
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
力
を
合

わ
せ
て
自
衛
隊
を
支
え
る
』
を
柱
に
活
動
し
て
参
り
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
活
動
も
思
う
よ
う
に
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
募
集
協
力
の
お
役
に

立
て
ば
と
思
い
、
家
族
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
贈
呈
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。 

 

今
年
こ
そ
現
職
自
衛
隊
員
の
ご
家
族
に
入
会
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
切
に
望
ん
で
お
り

ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
家
族
会
は
、
隊
員
と
家
族
を
結
ぶ
懸
け
橋
と
し
て
活
動
す
る
た
め
、
会
の

充
実
と
発
展
を
目
指
し
、
会
員
と
心
を
一
つ
に
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。
何
卒
お
力
添
え
の

ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

結
び
に
皆
様
の
今
年
一
年
が
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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定
年
退
官
者
紹
介 

１年間の振り返り 

・大原専門学校防衛講話 

・曹候合格者説明会 

・横須賀基地見学ツアー        

・デジタルサイネージ設置 ・入隊業務                                                         

・神奈川地本研修 

・防衛大学校父母会防衛講話 

・東部方面総監初度視察                        

・市街地広報 

・ＣＨ－４７体験搭乗（入間基地）         

・千葉ロッテイベント参加 

・ＵＨ－１体験搭乗（下志津） 

８月 ６月 ５月 

３月 ４月 

９月 10月 

 

令
和
三
年
十
一
月
十
七
日
（
水
）
、
自
衛
隊
千
葉
地
方
協

力
本
部
創
立
六
十
五
周
年
記
念
行
事
及
び
令
和
三
年
度
千
葉

地
方
協
力
本
部
長
感
謝
状
贈
呈
式
を
千
葉
市
中
央
区
の
三
井

ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
千
葉
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。 

 

記
念
行
事
は
、
部
員
の
更
な
る
士
気
の
高
揚
及
び
団
結
の

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
各
関
係
機
関
、
在
葉
部
隊
長
等
の

皆
さ
ま
に
ご
臨
席
を
賜
り
、
日
頃
か
ら
の
感
謝
の
意
を
お
伝

え
し
た
い
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
に
万
全
を
期
す
た
め
、
本
部
員
、
千
葉
地
方
協
力

本
部
協
力
団
体
の
代
表
の
皆
さ
ま
及
び
本
部
長
感
謝
状
の
受

賞
者
の
み
に
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。 

 

式
典
で
は
、
創
立
六
十
五
周
年
を
記
念
し
作
成
し
た
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
映
写
し
、
千
葉
地
方
協
力
本
部
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、
各
課
各
事
務
所
ご
と
部
員
が
勤
務
す

る
姿
を
写
し
出
し
、
こ
れ
か
ら
新
た
な
歴
史
を
刻
む
べ
く
部

員
一
同
心
を
一
つ
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

千
葉
地
方
連
絡
部
の
時
代
か
ら
六
十
五
年
で
築
き
上
げ
た

信
頼
を
、
さ
ら
に
強
固
な
も
の
と
す
べ
く
、
自
衛
隊
員
と
し

て
の
矜
持
を
胸
に
、
国
民
と
防
衛
省
自
衛
隊
と
の
懸
け
橋
と

し
て
、
ま
た
、
入
隊
か
ら
退
官
ま
で
自
衛
官
の
一
生
を
支
え

る
組
織
と
し
て
、
最
前
線
で
頑
張
っ
て
い
る
陸
海
空
自
衛
官

が
、
後
顧
の
憂
い
な
く
任
務
に
邁
進
で
き
る
よ
う
、
地
方
協

力
本
部
は
「
分
を
守
り
、
分
を
尽
く
し
て
」
参
り
ま
す
。 

千
葉
地
方
協
力
本
部 

 
 

 

創
立
六
十
五
周
年
記
念
行
事 

船橋出張所 

陸曹長  岡野  重幸 

令和３年１０月９日付 

１月 ２月 

千葉募集案内所 

准陸尉  岡田  浩和 

令和３年９月３０日付 

募集課総括班 

准 陸 尉  市 角  智 直 

令和３年１１月１０日付 

・千葉県知事表敬                 

・つつじ祭り見学 

11月 

・横須賀地方総監激励受け 

・浦安セーフティーコンサート 

12月 

・護衛艦「いずも」艦内コンサート 

永年の自衛隊勤務お疲れ様でした！ 

２０２２年も頑張ります！ 

７月 

 

高
等
工
科
学
校
生
徒
受
験
受
付
中 

試

験

日 

令
和
四
年
一
月
二
十
二
日
（
土
） 

 
 
 
 

 
 
 

ま
た
は
、
二
十
三
日
（
日
） 

場 
 

所 

陸
上
自
衛
隊
下
志
津
駐
屯
地 

受 
 

付 
令
和
四
年
一
月
十
四
日
（
金
）
ま
で 

試
験
科
目 
国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・
英
語
（
マ
ー 

 
 
 
 

 

ク
シ
ー
ト
）
・
作
文
（
五
百
字
程
度
） 

※
試
験
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
千
葉
地
方
協
力
本 

 
 

 

部
募
集
課
も
し
く
は
最
寄
り
の
募
集
案
内
所
等
に
ご
連 

 

絡
く
だ
さ
い
。 

お
問
合
せ
先 

〇
四
三-

二
五
一-
七
一
五
一 

 
 
 
 

 
 

自
衛
隊
千
葉
地
方
協
力
本
部
（
募
集
課
） 


